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どうして歴史を勉強するの？

秀英塾フォトニュース

お気に入りのダンボール箱にすっぽり収まる
キティ。中からじっとこちらを観察しつつ、何
かをたくらんでいるような表情です。遊び場で
あり、隠れ家であり、安心できる場所でもある
箱の中で、今日ものんびりと過ごしています。

プログラミング教室通信
９月１３日（土）に日本情報オリンピックの一次予選（１回目）が行われ

ました。今年も多くの生徒が参加し、見事に全員一次予選を突破しました。
二次予選に向けて頑張りましょう！一次予選は２回目が１０月１２日（日）、
３回目が１１月１５日（土）に行われます。まだまだ間に合うので、少しで
もプログラミングに興味のある方はぜひ参加してみましょう！
また次回のジュニア・プログラミング検定＆プログラミング能力検定は

11月15日(土) ・12月13日(土) 実施分を受付中です。

10月の俳句 秀英塾公式SNS
XやInstagramも更新中！

LINE ID：zzk7201j
X(旧Twitter):@syuuei_juku
Instagram: syuuei_juku
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柿の数
杉田久女(1890-1946)

中学生からよく「歴史なんて昔のことを覚えて、何の役に立つ
の？」と聞かれることがあります。たしかに武将の名前や年号を
ひたすら暗記するだけだと、役に立たないように感じるかもしれ
ません。でも、歴史を学ぶのは「昔のことを丸暗記するため」で
はありません。

歴史を勉強する一番の目的は、「なぜそうなったのか」を考え
られるようになることです。戦争や災害、政治の出来事を知ると、
「どうして起きたのか」「同じ失敗をくり返さないためにはどう
すればいいのか」と考える力が育ちます。つまり、未来に生かす
ために過去を学ぶのです。

例えば、第二次世界大戦のことを学ぶと、平和の大切さがわか
ります。東日本大震災について知れば、防災への意識が高まりま
す。歴史はただの昔話ではなく、今の社会や生活にしっかりつな
がっているのです。

また、歴史を知ると文化や考え方の違いを理解できるようにな
ります。「なぜ日本ではお正月に餅を食べるのか？」「なぜ昔の
ヨーロッパでは宗教が政治に大きな影響を持っていたのか？」こ
うしたことを知ると、他の人や文化を大切にできるようになりま
す。これからの社会ではとても大事な力です。

「ネットで調べればすぐに答えが出るのに」と思う人もいるで
しょう。けれど、歴史を順序立てて学んでいないと、出来事をた
だ知るだけで「どうしてそうなったのか」「今とどうつながって
いるのか」が見えてきません。学校で歴史を学ぶのは、その流れ
をつかむためなのです。

歴史を学ぶことは、過去から未来へのバトンを受け取ること。
そして、それを次の世代に渡す準備でもあります。だから歴史は
「覚えるための科目」ではなく、「未来を作るための科目」なん
です。

にそって２字熟語をつくると
⇨に３字熟語ができます
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